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政
府
は
４
月
１１
日
、
農
業

政
策
の
方
向
を
定
め
る
新
た

な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」を
閣
議
決
定
し
た
。

急
速
な
生
産
者
の
減
少
な
ど

に
よ
る
農
業
の
危
機
的
状
況

に
対
し
て
、
集
中
的
に
農
業

の
構
造
転
換
を
行
い
、
食
料

安
全
保
障
の
充
実
を
図
る
。

新
た
な
基
本
計
画
で
は
、

食
料
自
給
率
以
外
に
も
多
く

の
目
標
を
設
定
し
た（
図
）。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率

の
目
標
は
、
現
行
の
４５
％
を

維
持
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
対

し
、
少
な
く
と
も
年
１
回
検

証
を
行
い
、
実
現
性
を
高
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
た
な
基
本
計
画
は
、
改

正
基
本
法
で
定
め
る
基
本
理

念
の
実
現
を
図
る
た
め
、
①

我
が
国
の
食
料
供
給
、
②
輸

出
の
促
進
（
輸
出
拡
大
等
に

よ
る
「
海
外
か
ら
稼
ぐ
力
」

の
強
化
）、
③
国
民
一
人
一

人
の
食
料
安
全
保
障
・
持
続

的
な
食
料
シ
ス
テ
ム
、
④
環

境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ

ス
テ
ム
の
確
立
・
多
面
的
機

能
の
発
揮
、⑤
農
村
の
振
興
、

と
い
う
５
つ
の
テ
ー
マ
で
整

理
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
複

数
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の

目
標
に
対
し
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

達
成
度
指
標
）
を
設
け
て
、

基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
を

示
し
た
。

閣
議
後
の
会
見
で
江
藤
農

相
は
「
生
産
基
盤
の
強
化
、

食
料
自
給
力
の
向
上
を
通

じ
、
食
料
安
全
保
障
を
確
保

し
、
こ
れ
ま
で
の
殻
を
破
る

大
胆
な
政
策
転
換
を
行
う
」

と
述
べ
た
。

今
後
、
同
基
本
計
画
で
掲

げ
た
様
々
な
施
策
を
確
実
に

実
行
す
る
た
め
に
、
必
要
な

農
業
予
算
を
い
か
に
確
保
す

る
か
が
、
焦
点
と
な
る
。

農
水
省
は
、
新
た
な
基
本

計
画
に
関
す
る
地
方
説
明
会

を
開
催
す
る
（
表
参
照
）。

農
水
省
は
５
月
９
日
、
農

水
省
講
堂
に
お
い
て
「
２４
年

度
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可

能
な
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー

ル
」の
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

全
開
連
会
員
で
あ
る
、
長
野

八
ヶ
岳
農
協
が
見
事
、
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
持
続

可
能
な
農
業
の
確
立
を
目
指

し
、
意
欲
的
に
経
営
や
技
術

の
改
善
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
業
者
等
を
表
彰
す
る
も

の
。
本
年
度
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
部

門
と
有
機
農
業
・
環
境
保
全

型
農
業
部
門
の
隔
年
開
催
と

な
り
、
２４
年
度
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
部

門
の
み
の
募
集
と
な
っ
た
。

同
農
協
は
、
八
ヶ
岳
山
麓

の
冷
涼
な
自
然
条
件
を
活
か

し
た
、
レ
タ
ス
・
白
菜
等
を

中
心
と
し
た
高
原
野
菜
の
一

大
産
地
を
管
轄
と
す
る
。
独

自
に
作
成
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
以
下
、Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

日
誌
と
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

で
、
各
構
成
員
が
自
ら
営
農

記
録
を
行
う
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、構
成
員
、

事
務
局
と
も
に
事
務
作
業
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
協
全
体
で
の
内
部

監
査
体
制
の
確
立
や
生
産
者

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
よ

り
、
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得

を
進
め
て
き
た
。
ま
ず
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
を
機
に

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
取
得
。

そ
の
後
、
取
引
先
へ
の
供
給

に
対
応
す
べ
く
、
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
取
得
を
進
め
る
な
ど
、

認
証
取
得
生
産
者
数
や
認
証

品
の
取
引
数
量
増
加
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
。

同
農
協
の
津
金
一
成
組
合

長
は
「
八
ヶ
岳
の
麓
の
自
然

と
千
曲
川
の
源
流
の
下
に
あ

る
と
こ
ろ
が
我
々
の
産
地
だ

が
、
未
来
永
劫
、
こ
の
農
地

が
続
け
ば
と
い
う
気
持
ち
で

い
る
。
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
う
ま
く

活
用
し
て
、
農
業
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
た
。

農
水
省
は
４
月
１７
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２４
年

度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

の
本
文
案
を
議
論
し
た
。

当
年
度
の
特
集
は
、
①
新

た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
の
策
定
、
②
合
理
的

な
価
格
の
形
成
の
た
め
の
取

り
組
み
を
推
進
、
③
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
活
用
と
今
後

の
展
望
、
の
３
項
目
か
ら
な

っ
て
い
る
。

①
で
は
、
新
た
な
基
本
計

画
に
つ
い
て
の
概
要
な
ど
を

記
し
て
い
る
。

②
で
は
、
合
理
的
な
価
格

形
成
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
生
産
か
ら
消
費
に

至
る
食
料
シ
ス
テ
ム
全
体
で

費
用
を
考
慮
し
た
取
引
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

し
、
政
府
は
「
食
品
等
の
流

通
の
合
理
化
及
び
取
引
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
卸

売
市
場
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
を
提
出
。ま
た
、

消
費
者
の
理
解
醸
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
、

と
し
て
い
る
。

③
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
活
用
促
進
法
が
施
行
し
、

取
り
組
み
等
を
紹
介
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
▼
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
、

▼
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
の
進
展
と
消
費
者
の
行

動
変
容
、
▼
女
性
活
躍
の
推

進
、
▼
農
福
連
携
の
更
な
る

推
進
、
▼
２４
年
能
登
半
島
地

震
等
へ
の
対
応
、
の
５
項
目

と
な
っ
て
い
る
。

議
論
の
結
果
、
本
文
案
は

了
承
さ
れ
、
同
省
は
今
後
、

白
書
を
取
り
ま
と
め
る
。

高
知
県
南
国
市
の
㈲
斉
藤

牧
場
か
ら
南
へ
１６
㎞
ほ
ど
の

え
ん
た
い
ご
う

場
所
に
あ
る
掩
体
壕
は
、
戦

前
、
戦
闘
機
を
守
る
た
め
に

造
ら
れ
た
格
納
庫
だ
。
同
市

前
浜
地
区
の
７
基
の
掩
体
壕

は
、
戦
争
の
歴
史
を
伝
え
保

存
で
き
る
よ
う
、
終
戦
後
農

地
や
農
道
の
整
備
が
行
わ
れ

た
。
０６
年
に
は
「
前
浜
掩
体

群
」
と
し
て
南
国
市
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
。

掩
体
壕
を
守
る
よ
う
に
広

が
る
水
田
で
は
、
４
月
上
旬

は
や

ば

ま
い

か
ら
早
場
米
の
田
植
え
が
始

ま
っ
た
。
早
場
米
は
通
常
の

稲
よ
り
早
く
育
つ
特
徴
が
あ

り
、
７
月
中
旬
に
は
収
穫
が

始
ま
る
。

温
暖
な
気
候
に
適
し
た
品

種
の
田
植
え
が
進
む
高
知
県

は
既
に
初
夏
の
気
温
だ
。

表 地方説明会の開催日程
日 時

５月２２日 １３：３０～１５：３０
５月２１日 １５：００～１７：００
５月１６日 １３：３０～１５：３０
５月２１日 １３：００～１５：００
５月２６日 １３：００～１５：００
５月２０日 １０：００～１２：００
５月２３日 １４：００～１６：００
５月２２日 １４：００～１６：００
５月２７日 １３：００～１５：００
５月２０日 １３：３０～１５：３０
５月１６日 １０：００～１２：００

※詳細は農水省ホームページ参照

開催地
札 幌 市
帯 広 市
仙 台 市
さいたま市
金 沢 市
名古屋市
京 都 市
岡 山 市
高 松 市
熊 本 市
那 覇 市

ブロック
北海道
北海道
東 北
関 東
北 陸
東 海
近 畿
中 国
四 国
九 州
沖 縄

【新基本計画３０年度の目標】

○食料自給率

・供給熱量ベースの総合食料自給率：４５％

・生産額ベースの総合食料自給率 ：６９％

・摂取熱量ベース食料自給率 ：５３％

○食料の備蓄の確保（米・麦）

○４９歳以下の担い手数：現在の水準（４．８万（２０２３年））を維持

○農地面積：４１２万 ha

○１経営体当たりの生産量（生産量／経営体数）：８６t／経営体

○生産コストの低減：米（１５ha以上の経営体）９，５００円／６０�

小麦、大豆 ２割減（現状比）

○肥料の国内資源利用拡大と化学肥料原料の備蓄の確保

○防除ニーズに対応した農薬の確保

○主な穀物の国産種子の完全自給の継続

○一時的な輸入停滞等にも対応可能な飼料穀物の備蓄の継続

○農産物の付加価値の向上

○動植物防疫の確実な実施

○輸入の安定化

新
基
本
計
画
閣
議
決
定

新
基
本
計
画
閣
議
決
定

食料・農業・農村
白書（案）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

今
後
は
農
業
予
算
確
保
も
焦
点
に

２４年度

早場米の田植え 戦跡を後世に伝える

長
野
八
ヶ
岳
農
協
に
大
臣
賞

長
野
八
ヶ
岳
農
協
に
大
臣
賞

Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
る

Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
る

農水大臣賞を受賞した津金組合長（右）と笹川副大臣

・「食料・農業知っておきたい話」―１４４回―（２面）
・主食用米高騰のなぜ （３面）
・牛肉を食べる意義 （４面）
・農家拝見 高知県南国市㈲斉藤牧場 （５面）
・２５年度農薬危害防止運動 （６面）
・哺乳子牛の管理のポイント （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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財
務
省
は
４
月
１５
日
、
財

政
制
度
等
審
議
会
の
分
科
会

で
、
政
府
が
無
関
税
で
輸
入

す
る
米
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
、
以
下
Ｍ
Ａ
米
）
の
う

ち
、
主
食
用
に
回
す
上
限
を

引
き
上
げ
る
案
を
示
し
た
。

政
府
は
現
在
、
年
間
約
７７

万
ｔ
の
Ｍ
Ａ
米
を
、
国
際
ル

ー
ル
（
ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
）
に
基
づ
き
輸
入

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
主
食

用
に
は
、
国
内
の
農
家
を
保

護
す
る
た
め
に
、
上
限
を
１０

万
ｔ
に
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
上
限
１０
万
ｔ
を
増
や

し
て
、
「
令
和
の
米
騒
動
」

と
言
わ
れ
る
今
回
の
米
不
足

に
よ
る
価
格
高
騰
に
対
処
し

よ
う
と
い
う
提
案
だ
。

米
の
安
定
供
給
の
観
点
か

ら
、
Ｍ
Ａ
米
に
つ
い
て
民
間

の
実
需
に
応
じ
て
主
食
用
米

と
し
て
活
用
で
き
る
柔
軟
性

を
高
め
れ
ば
、
国
内
需
給
の

調
整
弁
と
し
て
、
全
体
の
米

供
給
の
安
定
化
に
資
す
る
の

で
は
な
い
か
、と
い
う
も
の
。

現
状
で
本
当
に
米
が
足
り

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
緊
急
措

置
と
し
て
、
主
食
用
米
の
輸

入
量
を
一
時
的
に
増
や
す
の

は
致
し
方
な
い
が
、
自
給
率

１
０
０
％
の
米
の
需
給
調
整

弁
に
輸
入
米
を
使
う
と
い
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

本
当
に
米
が
足
り
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
増
産
す
る
の
が

本
筋
で
あ
る
。

ま
た
、
財
務
省
の
狙
い
と

し
て
、
Ｍ
Ａ
米
を
主
食
用
以

外
の
米
（
加
工
用
や
飼
料
用

な
ど
）
と
し
て
購
入
し
た
場

合
の
マ
イ
ナ
ス
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
主

食
用
以
外
の
米
の
輸
入
で

は
、
輸
入
価
格
よ
り
も
国
内

へ
の
販
売
価
格
の
方
が
低
く

な
っ
て
お
り
、
食
用
以
外
に

仕
向
け
る
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
。
ま
た
、
保
管
料
な

ど
の
管
理
経
費
も
か
か
る
。

２２
年
度
は
Ｍ
Ａ
米
等
の
損
益

全
体
と
し
て
、
６
７
４
億
円

の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
分
科
会
で
は
、

米
・
水
田
政
策
の
あ
り
方
が

示
さ
れ
て
い
る
。

生
産
面
で
は
、
多
額
の
補

助
金
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
に
転
作
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
業
務
用
米
や
加
工

用
米
等
も
含
め
て
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
食

味
に
偏
っ
た
主
食
用
米
や
、

補
助
金
に
依
存
し
な
い
収
益

構
造
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

る
。飼

料
用
米
に
つ
い
て
、
転

作
の
観
点
や
飼
料
政
策
の
観

点
か
ら
も
、
一
律
に
高
い
単

価
で
支
援
す
る
必
要
性
が
あ

る
と
は
言
え
ず
、
支
援
の
是

非
を
見
直
す
こ
と
が
適
当
、

と
し
て
い
る
。

☆
コ
メ
と
酪
農
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
水
準
を
超
え
る
米
国

へ
の
譲
歩
が
明
白

第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

の
日
米
貿
易
協
定
で
は
、
牛

肉
と
豚
肉
を
譲
り
、
コ
メ
や

乳
製
品
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠
な
ど
の

米
国
分
の
実
施
は
先
送
り
さ

れ
た
。

第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

は
、
コ
メ
に
つ
い
て
は
、
少

な
く
と
も
、
７
万
ｔ
の
米
国

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
新
設
枠
の
実
現
だ

け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
上
乗

せ
を
求
め
て
く
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
で
は
、
米
国
も

含
め
た
全
体
の
輸
入
枠
を
、

米
国
が
抜
け
た
の
に
、
そ
の

ま
ま
他
の
１１
ヵ
国
に
適
用
し

た
品
目
が
、
乳
製
品
も
含
め

て
３３
品
目
も
あ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
日
米
２
国
間
で

米
国
枠
を
「
二
重
」
に
再
設

定
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
超
え
」
と
な
る
。

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
上
回
る
譲
歩
を
し
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
を
日
米
間
に
も

適
用
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
水
準
を
超
え
る
こ
と
は

す
で
に
明
白
で
あ
る
。

例
え
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
米

国
の
強
い
ハ
ー
ド
系
チ
ー
ズ

（
チ
ェ
ダ
ー
や
ゴ
ー
ダ
）
を

関
税
撤
廃
し
、ソ
フ
ト
系（
モ

ッ
ツ
ァ
レ
ラ
や
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
）
は
守
っ
た
と
言
っ
た
。

し
か
し
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
で

は
Ｅ
Ｕ
が
強
い
ソ
フ
ト
系
の

関
税
撤
廃
を
求
め
ら
れ
、
今

度
は
ソ
フ
ト
系
も
差
し
出
し

て
し
ま
い
（
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸

入
の
増
加
に
合
わ
せ
て
無
税

枠
を
拡
大
す
る
）
、
結
局
、

実
質
的
な
全
面
的
自
由
化
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が

米
国
に
も
適
用
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

し
か
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
米
国

も
含
め
て
譲
歩
し
た
バ
タ
ー

・
脱
脂
粉
乳
の
輸
入
枠
７
万

ｔ
（
生
乳
換
算
）
を
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
１１
で
米
国
が
抜
け
て
も
変

更
せ
ず
に
適
用
し
た
の
で
、

豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
大
喜
び
だ
が
、
こ
れ
に
米

国
分（
３
万
ｔ
程
度
）が「
二

重
」
に
加
わ
れ
ば
、
全
体
と

し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
を
超
え
る

こ
と
も
明
ら
か
だ
。

☆
日
本
の
食
と
農
の
独

立
の
た
め
に
毅
然
と
主

張
し
よ
う

第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

は
、
２５
％
の
自
動
車
関
税
で

脅
さ
れ
、
他
の
国
は
毅
然
と

突
っ
ぱ
ね
た
が
、日
本
は「
う

ち
だ
け
は
許
し
て
、
何
で
も

し
ま
す
か
ら
」
と
い
う
「
盗

人
に
追
い
銭
」
外
交
を
展
開

し
、
牛
肉
と
豚
肉
を
差
し
出

し
、
牛
肉
関
税
は
最
終
的
に

９
％
ま
で
、
豚
肉
関
税
は
実

質
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

今
回
は
、
す
で
に
自
動
車

の
２５
％
関
税
は
表
明
さ
れ
て

し
ま
っ
た
今
、
何
と
か
そ
の

見
直
し
を
懇
願
す
る
た
め

に
、
農
産
物
の
「
生
贄
リ
ス

ト
」
に
残
る
は
、
日
本
に
と

っ
て
の
最
後
の
砦
、
コ
メ
と

乳
製
品
だ
。
こ
れ
が
前
回
の

積
み
残
し
分
で
、
本
丸
中
の

本
丸
だ
。

折
し
も
、
国
内
米
価
の
高

騰
で
、
輸
入
米
を
増
や
す
必

要
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

米
国
側
は
、
コ
メ
の
関
税
が

７
０
０
％
だ
と
牽
制
し
、
７７

万
ｔ
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
も
、
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
（
輸
入
差
益
）
を
問
題
視

し
始
め
た
。

こ
こ
で
踏
ん
張
れ
な
か
っ

た
ら
、
日
本
の
コ
メ
生
産
、

酪
農
の
崩
壊
は
加
速
し
、
か

つ
、
コ
メ
さ
え
も
輸
入
に
頼

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
日
本
人
が
飢
餓

に
陥
る
確
率
が
格
段
に
上
昇

し
て
し
ま
う
。

長
き
に
わ
た
る
米
国
の
属

国
と
し
て
の
日
本
の
食
と
農

だ
が
、
外
国
依
存
主
義
を
否

定
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

思
想
は
、
我
々
が
本
来
実
現

し
た
か
っ
た
食
と
農
の
在
り

方
と
一
致
す
る
。
そ
の
こ
と

を
噛
み
し
め
て
、
恐
れ
て
墓

穴
を
掘
る
愚
を
反
省
し
、
今

度
こ
そ
日
本
の
国
益
を
毅
然

と
し
た
姿
勢
で
主
張
し
て
、

日
本
の
独
立
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
た
い
。

第144回

農
水
省
が
公
表
し
た
「
２３

年
農
業
・
食
料
関
連
産
業
の

経
済
計
算
（
概
算
）
」
に
よ

る
と
、
農
業
・
食
料
関
連
産

業
の
国
内
生
産
額
は
１
２
４

兆
６
９
２
６
億
円
で
、
前
年

よ
り
７
・
９
％
増
加
し
た
。

全
経
済
活
動（
内
閣
府「
国

民
経
済
計
算
」
に
お
け
る
経

済
活
動
別
の
産
出
額
の
合

計
）
に
占
め
る
割
合
は
１０
・

８
％
と
な
っ
て
い
る
。

部
門
別
に
見
る
と
、
農
林

漁
業
は
１３
兆
２
９
４
９
億
円

と
、
農
業
・
食
料
関
連
産
業

の
１０
・
７
％
で
あ
っ
た
（
図

１
）
。
米
や
野
菜
、
鶏
卵
、

水
産
物
の
価
格
上
昇
な
ど
に

よ
り
、
生
産
額
が
増
加
し
た

こ
と
で
、
全
体
と
し
て
前
年

よ
り
４
・
７
％
増
加
し
た
。

関
連
流
通
業
に
つ
い
て

は
、
卸
売
業
の
マ
ー
ジ
ン
額

が
増
加
し
た
こ
と
等
か
ら
、

同
６
・
９
％
増
加
。

国
内
生
産
額
か
ら
中
間
投

入
（
生
産
の
た
め
に
投
入
さ

れ
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
）

を
差
し
引
い
た
農
業
・
食
料

関
連
産
業
の
国
内
総
生
産
は

５４
兆
６
３
３
７
億
円
で
、
同

１１
・
２
％
増
加
し
た
。
全
経

済
活
動
（
国
内
総
生
産
：
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
９
・
２
％
と
な
っ

て
い
る
。

部
門
別
に
見
る
と
、
農
林

漁
業
は
５
兆
９
５
０
億
円

と
、
全
体
の
９
・
３
％
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
２
）
。

一
方
、
関
連
流
通
業
は
２５

兆
４
７
４
８
億
円
と
、
全
体

の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

中
央
酪
農
会
議
（
中
酪
）

は
４
月
１５
日
、
２４
年
度
の
指

定
生
乳
生
産
者
団
体
（
指
定

団
体
）
の
用
途
別
販
売
実
績

を
公
表
し
た
。

２４
年
度
累
計
の
生
乳
総
受

託
乳
量
（
生
産
量
）
は
、
６

８
２
万
８
３
３
６
ｔ
（
前
年

度
と
同
じ
）
と
な
り
、
３
年

連
続
の
減
産
は
免
れ
た
。

地
域
別
で
み
る
と
、
北
海

道
が
３
９
５
万
５
９
７
４
ｔ

（
同
１
・
０
％
増
）
、
東
北

地
区
が
４５
万
１
６
６
２
ｔ

（
同
２
・
０
％
減
）
な
ど
、

北
海
道
以
外
の
地
区
が
減
産

と
な
っ
た
。

減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
の

は
北
陸
地
区
で
、
能
登
半
島

地
震
の
影
響
が
続
い
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
６
万
３
９
１

１
ｔ
（
同
３
・
５
％
減
）
と

な
っ
た
。
逆
に
、
山
形
、
茨

城
、
栃
木
、
福
井
、
岐
阜
、

奈
良
、
鳥
取
、
島
根
、
山
口
、

宮
崎
の
各
県
は
前
年
度
を
上

回
っ
て
い
る
。

用
途
別
販
売
実
績
（
表
）

で
み
る
と
、
飲
用
牛
乳
等
向

け
は
２
９
１
万
２
４
０
１
ｔ

（
同
２
・
３
％
減
）
と
、
約

６
万
７
０
０
０
ｔ
の
減
少
と

な
っ
た
。
２１
年
度
は
１
・
９

％
減
、
２２
年
度
は
３
・
０
％

減
、
２３
年
度
が
３
・
８
％
減

と
、
減
少
幅
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
た
が
、
当
年
度
は

や
や
減
少
幅
は
抑
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
４
年
連
続
の

減
少
に
は
変
わ
り
な
く
、
牛

乳
の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
脱
脂
粉
乳

・
バ
タ
ー
等
向
け
は
１
７
８

万
２
１
１
３
ｔ
（
同
４
・
１

％
増
）
と
な
っ
た
。
飲
用
需

要
低
迷
の
影
響
を
受
け
て
の

増
産
と
な
っ
た
。
今
の
と
こ

ろ
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
は
過
剰

で
は
な
い
が
、
今
後
も
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

液
状
乳
製
品
（
生
ク
リ
ー

ム
等
向
け
）
は
１
２
８
万
９

０
６
６
ｔ（
同
０
・
１
％
増
）

と
、
昨
年
並
み
の
販
売
量
と

な
っ
た
。

２０２４年度用途別販売実績
用 途 乳量（t） 前年比（％）

飲用牛乳等 ２，９１２，４０１ ９７．７

脱脂粉乳・バター等 １，７８２，１１３ １０４．１

液状乳製品 １，２８９，０６６ １００．１

チーズ ４２３，１５３ ９９．１

はっ酵乳等 ４２１，６０３ ９９．１

合 計 ６，８２８，３３６ １００．０

（中酪の資料を基に作成）

飲
用
乳
等
向
け
４
年
連
続
減

２４
年
度
用
途
別
販
売
実
績（
中
酪
）

「盗人に追い銭」外交の
生贄はコメと乳製品 下
「盗人に追い銭」外交の
生贄はコメと乳製品 �下
東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

「盗人に追い銭」外交の
生贄はコメと乳製品 上

国
内
生
産
額
全
経
済
活
動
の
１
割

主
食
用
米
の
輸
入
上
限
引
上
げ
案

２３
年
農
業
・
食
料
関
連
産
業
の
経
済
計
算

財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
の
分
科
会
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「
令
和
の
米
騒
動
」
と
い

わ
れ
、
昨
年
か
ら
主
食
用
米

の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

備
蓄
米
の
放
出
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
価
格
は
む
し
ろ

上
昇
傾
向
に
あ
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ

デ
ー
タ
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
で

の
販
売
価
格
は
４
月
１４
〜
２０

日
で
４
２
２
０
円
／
５
㎏

で
、
前
の
週
よ
り
３
円
上
昇

し
た
。
前
年
同
期
の
２
０
８

８
円
と
比
べ
る
と
、
２
倍
以

上
に
高
騰
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
者

は
こ
れ
ほ
ど
の
増
収
と
は
な

っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

◆
こ
れ
ま
で
の
生
産
者
米

価
は
下
が
り
続
け
て
い
た

左
の
図
は
農
水
省
が
出
し

た
、
長
期
的
な
主
食
用
米
の

価
格
の
動
向
を
表
し
て
お

り
、
２
０
０
５
年
ま
で
は
全

国
米
穀
取
引
・
価
格
形
成
セ

ン
タ
ー
入
札
結
果
に
基
づ
く

取
引
価
格
で
、
そ
の
後
は
全

国
出
荷
団
体
等
と
卸
売
業
者

の
取
引
価
格
（
２４
年
産
米
は

出
回
り
か
ら
２５
年
３
月
ま
で

の
速
報
値
）と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
１
９
９

３
年
を
ピ
ー
ク
に
主
食
用
米

の
価
格
は
右
肩
下
が
り
に
落

ち
て
き
て
、
２
０
２
１
年
に

は
ピ
ー
ク
の
半
値
近
く
に
な

っ
て
い
る
。
２４
年
価
格
が
高

騰
し
た
と
い
っ
て
も
、
９３
年

頃
の
水
準
に
戻
っ
た
だ
け

で
、
生
産
者
の
利
益
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
無
い
。
し
か
も

９３
年
の
頃
よ
り
生
産
資
材
等

の
経
費
は
格
段
に
増
え
て
い

る
。◆

卸
売
価
格
と
消
費
者
価

格
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る

全
国
出
荷
団
体
等
と
卸
売

業
者
と
の
取
引
価
格
で
は
、

２４
年
産
価
格
が
２
万
４
５
０

０
円
／
６０
㎏
と
２３
年
産
価
格

の
１
万
５
３
１
５
円
／
６０
㎏

を
比
べ
る
と
確
か
に
９
１
８

５
円
（
６０
％
）
増
加
し
て
い

る
（
表
参
照
）。

し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
で
の

消
費
者
へ
の
販
売
価
格
は
２５

年
４
月
７
〜
１３
日
が
４
２
１

７
円
／
５
㎏
（
６０
㎏
に
換
算

す
る
と
５
万
６
０
４
円
）で
、

前
年
同
期
で
は
、
２
０
８
８

円
／
５
㎏
（
６０
㎏
に
換
算
す

る
と
２
万
５
０
５
６
円
）と
、

６０
㎏
で
２
万
５
５
４
８
円

（
１
０
２
％
）
も
の
急
騰
と

な
っ
て
い
る
。

統
計
の
出
所
が
違
う
の
で

正
確
な
比
較
と
は
な
ら
な
い

が
、
６０
㎏
換
算
で
消
費
者
へ

の
販
売
価
格
の
上
昇
が
２
万

５
５
４
８
円
に
対
し
て
、
卸

売
業
者
へ
の
販
売
価
格
の
上

昇
は
９
１
８
５
円
に
し
か
な

っ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
そ
の
差
額
の
１

万
６
３
６
３
円
は
、
生
産
者

に
入
ら
ず
に
上
昇
し
た
と
い

う
こ
と
と
な
る
。

「
米
の
高
騰
で
農
家
が
儲

か
っ
て
い
る
」
な
ど
と
い
う

ウ
ワ
サ
は
と
ん
で
も
な
い
間

違
い
で
、
し
か
も
農
家
が
値

を
吊
り
上
げ
る
た
め
に
米
を

隠
し
て
い
る
と
ま
で
い
わ

れ
、
生
産
者
も
困
惑
し
て
い

る
。
在
庫
が
何
処
に
あ
る
の

か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
も
そ
も
、
米
は
足
り
て

い
な
い
、
と
い
う
説
が
有
力

と
な
っ
て
き
た
。
短
期
的
に

は
、
真
実
を
明
ら
か
に
し
て

対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
長
期
的
に
は
、
主
食

用
米
は
増
産
し
、
販
売
先
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

農
水
省
は
３
月
３１
日
、
２３

年
度
６
次
産
業
化
総
合
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
農
業
者
等
に
よ
る
農

産
物
の
生
産
関
連
事
業
（
農

産
物
直
売
所
、
農
産
加
工
、

観
光
農
園
、
農
家
民
宿
及
び

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
）
に
よ
る

所
得
の
増
大
を
も
た
ら
す
取

り
組
み
を
総
合
的
に
調
査
す

る
も
の
で
、
生
産
関
連
事
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

販
売
（
売
上
）
金
額
、
従
事

者
数
等
を
調
査
し
て
い
る
。

全
国
の
農
業
生
産
関
連
事

業
に
よ
る
年
間
総
販
売
（
売

上
）
金
額
は
２
兆
２
０
８
３

億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
５
％
増
加
し
た（
表
）。

業
態
別
に
み
る
と
、
農
産

物
直
売
所
は
１
兆
１
２
６
４

億
円
で
前
年
度
に
比
べ
３
・

５
％
増
加
、
農
産
加
工
は
同

１
・
３
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

年
間
総
販
売
（
売
上
）
金

額
に
占
め
る
業
態
別
の
割
合

を
み
る
と
、
農
産
物
直
売
所

が
最
も
高
く
全
体
の
５１
％
を

占
め
、
農
産
加
工
が
約
４５
％

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
全
体
か
ら
見
れ

ば
少
な
い
割
合
で
は
あ
る

が
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
３

９
４
億
円
（
前
年
比
１１
・
９

％
増
）
、
観
光
農
園
が
３
７

３
億
円（
同
３
・
６
％
増
）、

農
家
民
宿
も
５４
億
円
（
同
１７

・
２
％
増
）
と
、
多
く
の
業

態
で
前
年
度
を
上
回
っ
て
い

る
。

全
国
の
農
業
者
が
、
よ
り

良
い
経
営
を
目
指
し
て
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
る
。
各
地
域

で
関
係
者
同
士
の
連
携
が
求

め
ら
れ
る
。

新
組
合
長
に
藤
波
氏

ク
レ
イ
ン
農
協

ク
レ
イ
ン
農
協（
山
梨
県
）

は
、
４
月
２５
日
の
総
代
会
で

役
員
改
選
を
行
い
、
新
代
表

理
事
組
合
長
に
藤
波
聡
氏
が

選
任
さ
れ
た
。

全
開
連
人
事

（
５
月
１
日
付
）

▽
東
日
本
支
所
青
森
事
業

所
（
仮
配
属
）
梅
田
知
嵩
▽

西
日
本
支
所
（
同
）
村
田
翼

総
務
省
が
４
月
１８
日
に
、

２０
年
を
基
準
（
１
０
０
）
と

し
た
消
費
者
物
価
指
数
を
公

表
し
た
。
今
回
は
毎
年
３
月

の
デ
ー
タ
で
比
べ
て
み
た
。

食
料
品
全
般
で
は
、
２５
年

３
月
で
２０
年
よ
り
２４
・
２
㌽

上
昇
し
た
。
前
年
よ
り
も
８

・
５
㌽
上
昇
し
て
お
り
、
４

年
連
続
の
上
昇
と
な
っ
た

（
図
参
照
）。

国
産
牛
肉
は
、
５
年
連
続

で
上
昇
し
て
い
る
が
、
食
料

品
全
般
と
比
べ
る
と
伸
び
率

が
鈍
い
。
２０
年
よ
り
１１
・
２

㌽
上
昇
し
た
が
、
前
年
か
ら

は
４
・
３
㌽
の
上
昇
に
と
ど

ま
っ
た
。
食
料
品
全
般
で
物

価
が
上
昇
し
て
い
る
中
で
、

や
は
り
単
価
が
高
い
牛
肉
は

伸
び
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
。

国
産
豚
肉
は
、
食
料
品
全

般
と
似
た
よ
う
な
動
き
と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、
枝

肉
相
場
が
好
調
な
こ
と
か

ら
、
順
調
な
伸
び
を
示
し
て

い
る
。
２０
年
よ
り
２３
・
４
㌽

上
昇
し
、
前
年
よ
り
７
・
８

㌽
上
昇
し
た
。

牛
乳
は
、
２０
年
か
ら
２２
年

に
か
け
て
や
や
下
降
し
た

が
、
２４
年
に
か
け
て
は
乳
価

交
渉
で
値
上
げ
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
２４
年
は
値
上
げ
が

無
か
っ
た
の
で
、
物
価
指
数

も
横
ば
い
と
な
っ
た
。

ま
た
、
米
に
つ
い
て
は
、

２４
年
ま
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の

１
・
７
㌽
上
昇
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
が
、
今
年
は
９５
・
３

㌽
上
昇
と
い
う
驚
異
的
な
動

き
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

６
月

６
日

㈱
全
日
本
農
協
畜
産

公
社
株
主
総
会（
東
京
）

１０
日

全
開
連
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１１
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

通
常
総
会
（
ル
ポ
ー
ル

麹
町
）

全
国
開
拓
振
興
協
会

通
常
総
会
（
同
）

２０
日

富
士
開
拓
農
協
通
常

総
会

２３
日

豊
橋
農
協
通
常
総
会

２４
日

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事

協
通
常
総
会

２５
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
通

常
総
会

福
岡
県
畜
産
事
協
通

常
総
会

２６
日

肥
後
開
拓
農
協
通
常

総
会徳

島
県
農
協
通
常
総

会

２７
日

香
取
開
拓
農
協
通
常

総
会ジ

ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
通
常
総
会

３０
日

静
岡
県
開
拓
農
協
連

通
常
総
会

開
拓
な
が
さ
き
農
協

通
常
総
会

表 小売価格と卸売価格の差 （円／６０㎏）

卸売価格 小売価格 差 額

２４年産 ２４，５００ ５０，６０４ ２６，１０４

２３年産 １５，３１５ ２５，０５６ ９，７４１

差 額 ９，１８５ ２５，５４８ １６，３６３

表 農業生産関連事業の業態別年間総販売（売上）金額 単位：１００万円

年間総販売
（売上）金額

農産物
直売所 農産加工 農家

レストラン 観光農園 農家民宿

２３年度 ２，２０８，２７４ １，１２６，４２０ ９９９，７８６ ３９，４３４ ３７，２８１ ５，３５２

２２年度 ２，１７６，５１５ １，０８７，８９７ １，０１２，８１８ ３５，２３６ ３５，９９９ ４，５６５

前年比％ １０１．５ １０３．５ ９８．７ １１１．９ １０３．６ １１７．２

主
食
用
米
高
騰
の
な
ぜ
？

主
食
用
米
高
騰
の
な
ぜ
？

食
料
品
の
消
費
者
物
価
指
数
上
昇

畜
産
物
の
指
数
上
昇
も
牛
肉
は
鈍
い

米
農
家
は
全
く
儲
か
っ
て
い
な
い

２３年度 ６次産業化総合調査

の売上げ増加農家レストラン
観光農園・民宿
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美
味
し
く
貴
重
な
タ
ン
パ

ク
源
で
あ
る
牛
肉
だ
が
、
贅

沢
品
の
イ
メ
ー
ジ
や
「
肥
満

に
な
る
」「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
高
く
な
る
」
な
ど
の

誤
っ
た
情
報
が
先
行
し
、
健

康
維
持
に
果
た
す
牛
肉
の
役

割
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で

牛
肉
は
健
康
維
持
に
不
可
欠

な
食
品
で
あ
る
こ
と
が
解
明

さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
と
牛

肉
食
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

牛
肉
を
食
べ
る
こ
と
の
意
義

を
紹
介
す
る
。

◆
実
は
長
い
日
本
人
と
牛

肉
の
付
き
合
い

仏
教
の
影
響
か
ら
、
日
本

で
は
肉
食
の
禁
止
と
解
禁
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
、

禁
止
下
で
も
牛
肉
を
食
べ
る

た
め
「
薬
喰
い
」
が
始
ま
っ

た
。
牛
肉
を
味
噌
漬
け
に
し

て
保
存
の
効
く
状
態
に
し
、

病
気
を
治
し
た
り
健
康
回
復

の
薬
と
し
て
、
暗
黙
の
了
解

の
下
で
牛
肉
の
栄
養
を
活
か

し
始
め
た
。
ま
た
、
近
代
で

は
福
澤
諭
吉
が「
肉
食
之
説
」

を
発
表
し
、
牛
肉
食
の
重
要

性
を
説
い
た
。

◆
牛
肉
と
日
本
の
郷
土
料

理「
肉
食
之
説
」に
始
ま
り
、

明
治
時
代
に
は
牛
肉
ブ
ー
ム

が
起
き
、「
牛
鍋
屋
」
が
大

流
行
し
た
。
ま
た
、
出
島
が

あ
っ
た
長
崎
県
で
は
、
戦
前

か
ら
既
に
草
野
丈
吉
の
西
洋

料
理
店
「
自
由
亭
」
で
、
牛

の
ロ
ー
ス
煮
、
ビ
フ
テ
キ
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
「
レ
モ
ン
ス
テ
ー

キ
」
も
長
崎
の
郷
土
料
理
と

な
っ
た
。

１
３
１
０
年
頃
か
ら
和
牛

の
記
録
が
あ
る
京
都
府
に
も

「
肉
豆
腐
」
が
あ
る
。
牛
肉

は
戦
後
の
食
の
欧
米
化
の
遥

か
前
か
ら
日
本
人
の
食
を
支

え
て
お
り
、
各
地
に
多
く
の

牛
肉
を
使
っ
た
郷
土
料
理
が

存
在
し
て
い
る
。

◆
「
脂
身
が
多
く
て
体
に

悪
い
」
は
誤
情
報
！

「
粗
食
＝
健
康
」
は
誤
り

で
あ
る
と
判
明
し
て
お
り
、

牛
肉
の
よ
う
に
脂
身
が
豊
富

な
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
、
脂

質
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
脳

の
衰
え
の
防
止
に
な
る
こ
と

や
、
タ
ン
パ
ク
質
が
高
齢
者

の
フ
レ
イ
ル
（
心
身
の
機
能

が
低
下
し
た
状
態
）
の
対
策

と
な
る
こ
と
が
数
々
の
研
究

か
ら
実
証
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
牛
肉
の
タ
ン
パ
ク

質
に
は
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
働

き
や
生
体
調
整
機
能
が
あ
る

の
で
、
牛
肉
を
食
べ
る
と
元

気
が
出
る
の
は
こ
れ
ら
の
栄

養
素
の
働
き
の
お
か
げ
だ
。

こ
の
ほ
か
、東
洋
医
学
の「
薬

膳
」
の
世
界
で
も
牛
肉
は
重

要
な
栄
養
源
で
、
「
消
化
器

を
補
う
」
な
ど
の
役
割
が
あ

り
、
内
臓
を
元
気
に
す
る
働

き
が
あ
る
。

◆
食
生
活
の
中
に
牛
肉
を

脂
身
が
苦
手
な
人
も
、
脂

質
不
足
は
健
康
に
良
く
な
い

た
め
、
食
べ
や
す
く
調
理
す

る
な
ど
し
て
、
食
生
活
に
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
必

須
の
栄
養
源
と
し
て
長
く
日

本
人
の
食
生
活
を
支
え
て
き

た
牛
肉
を
よ
り
沢
山
食
べ
、

健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
た

い
。

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
串
良
町

の
星
ヶ
丘
開
拓
は
、
大
隅
半

島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
標

高
５０
ｍ
程
の
温
暖
な
地
だ
。

戦
中
は
、
教
育
航
空
隊
の

串
良
基
地
が
あ
り
、
戦
争
末

期
に
は
特
別
攻
撃
隊
の
基
地

と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
終
戦

を
迎
え
る
ま
で
に
、
３
６
３

名
の
特
別
攻
撃
隊
員
と
２
１

０
名
の
一
般
攻
撃
隊
員
が
こ

の
地
か
ら
飛
び
立
ち
、
そ
の

若
く
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

終
戦
後
、
基
地
の
用
地
な

ど
４
８
０
ha
が
開
墾
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
引
揚
者
や
戦

災
者
な
ど
、
多
く
の
人
が
入

植
し
た
。

元
飛
行
場
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
土
壌
は
硬
く
、
性
質

の
良
い
も
の
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
作
付
け
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
は
、
何
年
も
小
指
く
ら

い
に
し
か
育
た
ず
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
た
。

地
区
ご
と
に
星
ヶ
丘
、
共

た
つ
ぐ
い

栄
、
辰
喰
な
ど
１０
の
帰
農
組

合
が
設
立
さ
れ
た
。し
か
し
、

台
風
に
よ
る
度
重
な
る
被
害

な
ど
も
あ
り
、
帰
農
組
合
で

は
運
営
が
困
難
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
５６
年
に
星
ヶ
丘
地

区
を
除
き
串
良
開
拓
農
協
と

し
て
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。畑

作
が
思
う
よ
う
に
伸
び

ず
、
畜
産
に
シ
フ
ト
す
る
生

産
者
が
増
加
し
、
酪
農
は
大

変
な
努
力
の
末
に
、
鹿
屋
市

は
県
内
有
数
の
酪
農
地
帯
と

し
て
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
酪
農
と
と
も
に

肉
用
牛
生
産
に
も
力
が
注
が

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ

た
。現

在
も
、
薩
州
開
拓
農
協

の
組
合
員
に
よ
り
肉
牛
生
産

が
行
わ
れ
て
お
り
、
畜
産
が

盛
ん
で
あ
る
。

一
方
、
畑
作
も
徐
々
に
伸

び
て
い
っ
た
。
用
水
路
を
碁

盤
の
目
の
よ
う
に
整
備
し
た

り
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
メ
ロ
ン
や
花
木
の

栽
培
も
発
展
し
て
い
っ
た
。

串
良
平
和
公
園
に
は
、
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
祀

る
慰
霊
塔
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
７４
年
、
こ
の
公
園
内
に

開
拓
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、

慰
霊
塔
と
と
も
に
、
こ
の
地

を
見
守
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
「
石
田
さ
ん
」

の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
紹
介

す
る
。
電
子
レ
ン
ジ
・
湯
煎

の
２
通
り
の
調
理
を
し
た
。

〜
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
〜

☆
作
り
方

①
牛
モ
モ
肉
は
両
面
を
筋

切
り
器
で
筋
を
切
る

②
塩
、お
ろ
し
に
ん
に
く
、

黒
コ
シ
ョ
ウ
を
す
り
込
み
ジ

ッ
パ
ー
付
き
の
袋
に
入
れ
て

一
晩
置
く
。
調
理
前
に
肉
を

常
温
に
す
る

③
強
火
で
熱
し
た
フ
ラ
イ

パ
ン
で
表
面
を
サ
ッ
と
焼

き
、
粗
熱
を
取
り
ラ
ッ
プ
す

る
〈
電
子
レ
ン
ジ
の
場
合
〉

④
電
子
レ
ン
ジ
６

０
０
Ｗ
で
１
分
加
熱

し
、
裏
返
し
て
さ
ら

に
１
分
加
熱
す
る

⑤
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

に
包
ん
で
そ
の
上
か

ら
タ
オ
ル
で
く
る
み

２０
分
放
置
す
る

〈
湯
煎
の
場
合
〉

④
肉
を
焼
く
前
に
、
鍋
に

水
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
ザ

ぶ
た

ル
、
落
と
し
蓋
の
代
わ
り
に

な
る
耐
熱
の
皿
を
温
め
る

⑤
ラ
ッ
プ
し
た
肉
を
耐
熱

の
ジ
ッ
パ
ー
付
き
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
空
気
を
抜
く

⑥
水
が
沸
騰
し
た
ら
火
を

止
め
、
牛
肉
を
ポ
リ
袋
ご
と

ザ
ル
に
入
れ
、
皿
で
蓋
を
し

て
さ
ら
に
鍋
の
蓋
を
し
、
２０

分
置
く

⑦
ポ
リ
袋
を
取
り
出
し
、

再
び
火
に
か
け
、
沸
騰
直
前

で
火
を
止
め
る
。
ポ
リ
袋
の

上
下
を
返
し
て
、
再
び
湯
に

入
れ
蓋
を
し
て
２０
分
置
く

★
肉
は
中
心
温
度
が
６５
℃
に

な
れ
ば
良
い
（
加
熱
時
間
は

調
整
す
る
）
。
火
が
通
っ
た

ら
冷
蔵
庫
で
１５
分
ほ
ど
冷
ま

し
、
切
っ
て
盛
り
付
け
る

☆
ソ
ー
ス
の
作
り
方

み
じ
ん
切
り
に
し
た
玉
ね

ぎ
を
バ
タ
ー
で
炒
め
る
。
透

明
に
な
っ
て
き
た
ら
Ⓐ
を
加

え
る
。
肉
汁
が
出
て
い
れ
ば

一
緒
に
入
れ
て
煮
詰
め
て
、

と
ろ
み
が
出
た
ら
完
成

★
牛
肉
に
つ
い
て

牛
モ
モ
肉
は
筋
肉
が
集

ま
っ
て
い
る
赤
身
の
部
分

で
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
に

向
い
て
い
ま
す
！
脂
身
が

苦
手
な
人
や
脂
質
が
気
に

な
る
人
に
お
す
す
め
で
す

！
ま
た
、
牛
肉
は
鉄
分
、

亜
鉛
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
で
す
！

◎
鉄
分
↓
貧
血
予
防

肉
類
な
ど
の
動
物
性
食

品
に
含
ま
れ
る
鉄
（
ヘ
ム

鉄
）
は
、
豆
類
・
野
菜
類

な
ど
の
植
物
性
食
品
に
含

ま
れ
る
鉄
（
非
ヘ
ム
鉄
）

に
比
べ
て
吸
収
率
が
高

く
、
効
率
よ
く
鉄
を
摂
る

こ
と
が
で
き
ま
す
！

◎
亜
鉛
↓
皮
膚
炎
・
味

覚
障
害
予
防

体
内
に
わ
ず
か
な
量
し

か
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
体

内
の
酵
素
の
成
分
と
な
り

体
の
機
能
を
正
常
に
維
持

す
る
栄
養
素
で
す
。
代
謝

を
良
く
し
、
免
疫
機
能
の

維
持
等
に
役
立
ち
ま
す
！

～ローストビーフ 材料～
・牛モモ肉のブロック 300～350ｇ
・塩 肉の重さの1％
・おろしにんにく 適量
・黒コショウ 適量
・オリーブオイル 適量
ソース
・バター 15ｇ
・玉ねぎ 60ｇ（1／4～1／3個）
・砂糖 小さじ1
・醤油 大さじ2
・赤ワイン 大さじ2

Ⓐ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・みりん 大さじ2
・黒コショウ 適量
・おろしにんにく 適量
・肉汁 （加熱後出た場合）

実
は
健
康
の
カ
ギ
の
伝
統
食

程良い脂身の乗った開拓牛

牛
肉
を
も
っ
と
食
べ
よ
う

開拓地の発展と平和を願う碑
鹿児島県鹿屋市・星ヶ丘開拓

右後方の慰霊塔とともに、この地を見守る
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な ん こ く

高知県南国市は高知市の東にある。
や ま ち

北部の広大な山を開拓して山地酪農に
取り組む㈲斉藤牧場を紹介する。
●牧場の歴史：現在の経営者は斉藤

よ し ひ ろ

佳洋さん（６３）で、初代は父・陽一さ
よ し み

ん（９０）と母・淑美さん（８９）。同市
か な じ

金地で水田酪農を行っていたが、１９６８
年に山地酪農を志し再入植。ブルドー
ザーでダンプカーが通れる道を整備し
た。
佳洋さんの妻・喜美子さん（５６）を
始め、長男・雄也さん（２６）、長女・
う た な だ い や

歌奈さん（２４）、次男・大也さん（２２）、
あ い な れ い な

次女・愛奈さん（２０）、三女・麗奈さ
す ず な

ん（１６）、四女・鈴奈さん（１４）の家
族全員で、酪農を続けてきた。
●牧場の現在：現在の飼養頭数は３５
頭で、年間の乳量は約４０００㎏／頭ほど。
２５ha の山の芝草地のほかに、２ha の
イタリアンライグラスを栽培。乾草や
サイレージにして冬場に給与してい
る。現在でも再入植前の水田で水稲栽

し ほ う ち く

培を続けているほか、四方竹などのタ
ケノコ残さやカブの千枚漬け残さ、近
隣農家で出る余ったダイコンなども給

与。通年で放牧しており、牛は４～９
月頃の芝がある時期は常に芝を中心に
食べ、山の湧き水を飲む。牛の頭数確
認と健康状態の確認・搾乳のため１日
２回搾乳舎に呼ぶが、見つからない時
には家族で手分けをして探す。
小さい牛が大きい牛に食べ負けない
よう、月齢ごとに山の中で場所を分け
て放牧。雄牛１頭で自然交配を行って
おり、１年半ほどで更新し、引退した
雌牛も牛肉として出荷。牛乳・ジェラ
ート・牛肉の全てを近隣の「道の駅南

ふ ら り

国風良里」に出荷し販売している。
●今後の目標：現在、牧場の業務に
従事しているのは陽一さん・淑美さん
・佳洋さん・喜美子さん・大也さんの
５名だが、麗奈さんや鈴奈さんも幼少
期から子牛の世話や搾乳などに携わっ
てきた。
喜美子さんは対外交渉も行ってい

る。朝ドラ「あんぱん」をきっかけに
行われるようになったイベントに牛乳
やジェラートを出品。前述のダイコン
なども農家と交渉して入手できるよう
になった。現在、牧場経営は佳洋さん

と大也さんがメインで、陽一さんは主
にトラクターなどの機械修理を担当。
将来は大也さんが牧場を継ぎ、現在栄
養士を目指している歌奈さんが乳製品
のメニュー開発、獣医師となる愛奈さ
んも牧場の牛の管理に携わっていく予
定だ。

現在は牛乳を「南国斉藤牧場の山地
酪農牛乳」としてブランド化して販売
している。今後は、歌奈さんがソフト
クリームやバター、ヨーグルトなどの
新たなメニュー開発を担当し、キッチ
ンカーや観光牧場の運営もしたいと佳
洋さんが目標を語ってくれた。

す く ら ぶ

鹿児島大学が主催するＳＫＬＶセミ
ナーで、エランコジャパン㈱の山本喜
康氏が「畜産現場におけるネズミ防除」
と題して、また、岩田隆氏が「畜産に
おけるハエ対策」と題して講演を行っ
た。講演から対策の内容を紹介する。
第７回セミナー：ネズミ対策
◇ネズミは様々な疾病を媒介する。
また、体重の１０％程度のエサを盗食す
るため、多量の飼料の損失が発生する。

か じ

何でも齧るため、配線などを齧り、豚舎
などの火災の原因となることも多い。
隠れる場所があると住みつきやすい
ので、畜舎間などの除草や砂利を敷く、
セメントで埋める等の対策が有効。

そ

◇クマネズミは第一世代の殺鼠剤に
耐性があるため、第二世代のクマリン
系殺鼠剤を紹介。１～２回の喫食で効
果があり、粉剤であるため、おとり資
材と混ぜやすく、写真１のようにネズ
ミが好むサツマイモなどの混ぜ物に混
ぜて毒エサにする。最初は粉剤：混ぜ
物＝４：６の重量比で始め、ネズミが
慣れたら混ぜ物の２０％の量の同剤を混
ぜて与える。また、牛等の誤食を防ぐ
ため、設置場所に注意する。
◇雨に濡れる場所や野外でも使える
「ベイトステーション（写真２）」で

の同剤入りの毒エサの設置も有効。ネ
ズミは警戒心が強く、最初から毒の入
ったエサを入れると食べないため、毒
の無いエサを食べたことを確認してか
ら同剤入りの毒エサを設置することが
重要だと強調した。
第１５回セミナー：ハエ対策
◇サシバエ・イエバエはともに、病
気を媒介したり生産性を低下させる。
大量発生した際は薬剤の空中散布も必

要だが、産卵で増えるため、ウジ
退治を最優先で取り組む。シロマ
ジンが主成分の粒タイプの殺虫剤
が紹介された。
◇同剤は原則、２５ｇ／㎡の割合
で撒く。導入前は敷料の上から撒
き、敷料交換をしない場合、導入
２週後以降は２週間隔でフンの上
に撒く。ハッチ・離乳子牛舎では、敷
料に均一に撒く。水に溶かして散布す
ることも有効。この場合も、１㎡当た
り２５ｇになるように水に混ぜる。
育成牛舎では壁・柱・柵の下の敷料
を週１回掘り散布する。壁にたまった
フンをマスの中に落とす（写真３）。

つなぎ牛舎では除フン後、週１回水に
溶かして撒く。フリーバーンの場合、
柱の周囲や牛房の隅に散布する。
誘因殺虫法では、顆粒で置くタイプ
や壁などに塗るタイプを紹介。ハエが
集まる場所に設置し、２４時間効果を持
続させることの重要性を強調した。

岩手県ホルスタイン改良同志会の主
催による、「２０２５岩手県ブラックアン
ドホワイトショウ」が５月２日、ＪＡ
全農いわて中央家畜市場で開催され
た。
県下１４地域から、選りすぐりの未経
産牛７３頭と経産牛３７頭が出品され、日
頃の飼養管理と改良の成果を競った。
花平ホルスタイン改良同志会からは
７頭が出品され、経産牛（２歳以上３
歳未満）の部で、鈴木稔氏の出品牛が
見事１席に選ばれた。

また、３頭１組での同志会対抗戦も
行われ、経産牛の部で花平ホルスタイ
ン改良同志会が１位に輝き、地域の底
力を見せた。

広大な山地酪農のストーリーと乳製品
農農場場拝拝見見 高知県 ㈲斉藤牧場

㊤：山地酪農の一部。奥左が斉藤家の住居、右は搾乳舎
㊧：ジェラートと牛乳、㊨：佳洋さん、子牛と一緒に

「食べさせて駆除」を基本に 花平改良同志会が１位に
畜舎のネズミ・ハエ対策 ２５年 岩手県ブラックアンドホワイトショウ

写真１ ネズミが好きなサツマイモに
飼料と一緒に混ぜる

写真２ １００円ショップの工具箱から
手作りできるベイトステーション

写真３ 育成牛舎でのポイント
写真１・２・３全てエランコジャパン㈱の資料から
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農水省は４月２５日、「２５年度
農薬危害防止運動」の実施を発
表した。実施期間は６月１日～
８月３１日。農薬を使用する機会
が増えるこの時期に、農薬によ
る事故・被害を防止するため、
農薬の安全かつ適正な使用や保
管・管理、環境への影響に配慮
した農薬の使用等を推進する。
同省が２月に公表した「２３年
度農薬の使用に伴う事故及び被
害の発生状況について」による
と、２３年度の農薬の使用に伴う
人に対する事故は２０件、農作物
や家畜、魚類の被害は２６件発生
している。いずれも前年より発
生件数が増えている。
２５年度の運動テーマは「使用前、周
囲よく見てラベル見て」とした。農薬
ラベルの表示事項の遵守と周辺の環境
への農薬の飛散防止を徹底することな
どを呼び掛けていく。
取り組み事項は、農薬の正しい知識
の普及啓発、農薬による事故防止のた
めの指導、適正使用等の指導などの５
項目。重点的に指導に取り組むのは、
①農薬ラベルによる使用方法の確認②
土壌くん蒸剤使用時の適切な取り扱い
③住宅地等で農薬を使用する際の周辺

への配慮及び飛散防止対策④誤飲、盗
難等防止に向けた適切な保管・管理の
４項目となっている。
必ずラベルに同省の登録番号が記載
されている農薬を購入し、散布前にも
チェックして使うようにする。ラベル
に土壌改良と記載されているが、「病
害虫に効く成分入り」などのクチコミ
がある資材や、農薬登録されていない
のに使ってみるとなぜか害虫が死ぬよ
うな資材はすぐに使用を中止し、同省
に連絡するよう、呼び掛けている。

近年、大豆、麦等の国内生産の重要
性が高まっている。これらの作物の生
産性向上のためには出芽率の向上が必
要であり、出芽率には砕土率が影響す
るとされている。
砕土率とは、土壌中の土塊の長径が

２０㎜未満のものが占める割合を重量ベ
ースで表したものだ。砕土率が低い＝
大きい土塊が多い状況だと、種子と土
壌との密着が悪くなるため出芽率が下
がり、収量にも影響する。これまで、

砕土率の計測は、人の手でふるいを用
いて土塊を分離した後に重量を測る必
要があったため、農業現場で行われる
ことはほとんどなかった。
農研機構は、これまでカメラで撮影
した土塊の画像から砕土率を計測する
技術の開発に取り組んできた。今回、
この技術を自動化・高速化したことで
農業機械への搭載が可能になり、耕う
ん作業中にリアルタイムで砕土率を確
認できるようになった。

このシステムは、カメラ・パソコン
・GNSS（GPS のようなもの）とモ
ニターから構成され、カメラが取得し
た耕うん直後の土壌表面の画像をパソ
コンで画像処理することで、砕土率を
計測する。砕土率の計測結果はトラク
タの運転席に設置したモニターに表示
されるため、耕うん状況に応じた作業
速度の調整などが可能になる。また、

砕土率の計測と同時に GNSS で位置
情報を取得しているため、オフライン
でほ場の砕土率マップを作成すること
もできる。
同機構は今後、リアルタイム砕土率
計測システムを用いることで、ほ場全
体の砕土率と耕うん時の作業能率の向
上、出芽率改善効果を検証し、早期の
社会実装を目指すとしている。

農研機構は４月８日、「害虫忌避剤
プロヒドロジャスモンを用いたアザミ
ウマ防除技術標準作業手順書」をウェ
ブサイトで公開した。
国内で農薬を使用せずに作物を栽培
した場合の減収率は、稲では２４％、畑
作物では３０～３６％、果樹では２８～
９７％、葉菜類では６７～１００％、トマト
を含む果菜類は３６～６１％と見込まれて
いる。
こうした背景から、農薬の使用は安
定した農業生産のために不可欠だが、
害虫の薬剤感受性の低下により、使え
る殺虫剤が少なくなりつつある。アザ
ミウマ類も多くの化学合成殺虫剤に対

する感受性が低下している難防除害虫
で、生産現場からは新たな防除技術の
開発が求められている。
プロヒドロジャスモン（以下、PDJ）
は植物ホルモンの一種。PDJ を主成
分とした植物成長調整剤は、農業生産
現場では、りんごやぶどう（巨峰）の
果実の着色促進、かんきつ類の花芽形
成抑制（収量の安定化）、落果防止、
浮皮軽減等を目的として広く普及して
いる。また、同剤を施用した植物で
は、害虫抵抗性が誘導されることが解

明され、２１年にはトマト・ミニトマト
のアザミウマ類に対する害虫忌避剤と
して農薬登録が認められている。
手順書に従って実施したトマトほ場
での試験では、PDJ 処理株における
アザミウマ類の密度や食害を慣行レベ
ルまで低減できることが確認されてい
る。PDJ の忌避作用を利用した同剤
は、殺虫ではなく忌避のため、害虫の
薬剤抵抗性が発達しにくく、環境や人
にやさしい防除資材となっている。
手順書では、アザミウマ類の防除を

必要としている全国のトマト・ミニト
マトの生産者や普及機関に向けて、技
術の概要や特徴・作業手順・検証事例
などを紹介し、防除技術を導入する際
のノウハウを解説している。
同手順書は、次のURL（https : //
sop.naro.go. jp/document/detail /
１７８）か QRコードからアクセスし、
利用者登録（無料）することで、全編
を誰でも閲覧することが出来る。

農水省は４月から「お茶をはじめて
みよう～チャチャっとお茶生活キャン
ペーン～」を開始した。消費者に日本
茶を楽しんでもらう情報を発信するこ
とで、消費を拡大させるねらいだ。
お茶は日本人の生活文化に深い関わ
りがあるが、長期的に消費量・産出額
ともに減少傾向にある。一方、２４年の
お茶の輸出額が３６４億円と過去最高を
更新するなど、海外からの注目度が非
常に高まっている。国内でも、お茶と
観光業など、他業種との取り組みや、
紅茶やウーロン茶といった緑茶以外の
生産などが始まっており、今後も暮ら

しの中でお茶を身近に感じながら、時
代に合った新しい楽しみ方が広がって
いくことが期待されている。
新茶シーズンを迎えて日本茶がおい
しくなるこの時期に、お茶の多くの魅
力を知ってもらい、毎日の暮らしの中
で日本茶を日常的に飲みたくなるよう
な情報を発信する。
同キャンペーンでは、茶産地や茶関
連事業者から、お茶を美味しく手軽に
飲める工夫や取り組みに関するメッセ
ージ（１００～１５０字程度。動画や SNS
のリンク等を含む）等を募集する。同
省は、寄せられたメッセージなどを、

産地又は事業者名、事業者の
ウェブサイトへのリンクと合
わせて、キャンペーン特設ウ
ェブサイトや省公式 SNS で
情報発信する。
特に日本茶に触れる機会の
少ない若い世代を中心に幅広
い消費者に対して日本茶の良
さを知ってもらい、毎日の生
活の中でお茶を楽しむ時間を
増やしてもらうことで、消費
拡大を推進していくとしてい
る。
応募・問い合わせ先は以下
の通り。農水省農産局果樹・
茶グループ
TEL：０３－６７４４－２１９４
メール：nihoncha_kurashi
@maff.go.jp

使用前、周囲よく見てラベル見て 日本茶を手軽に楽しむ情報を発信日本茶を手軽に楽しむ情報を発信
チャチャっとお茶生活キャンペーンチャチャっとお茶生活キャンペーン２５年度農薬危害防止運動

土壌の砕土率をリアルタイムで計測
トラクタのモニターで確認

植物ホルモン忌避剤でアザミウマ防除
スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅みどりシステムに貢献
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３月に開催された東北開拓組織連絡
協議会の研修会から、雪印種苗㈱の阿
部氏の講演「哺乳子牛の管理のポイン
ト」の内容を紹介する。
〈子牛管理の今昔〉
はじめに、子牛管理に関する技術が、
以前と比べて多くの点で変わってきて
いることを挙げた。主に乳用牛では、
代用乳を４ℓ／日（粉量４００～５００ｇ）
程度給与して早期離乳させていたが、
現在は倍の１０００ｇ以上給与により発育
を促進するケースが見られている。
また、哺育期におけるスターターと
粗飼料のバランスにも変化が見られて
いる。哺育中の粗飼料は少量で慣らし
ていくのが一般的だった。しかし、最
も危険なスターターの過剰給与は軟便
やアシドーシスにつながるため、現在
は乾草などの粗飼料をしっかりと与え
ることが推奨されている。
ミルク給与では、バケツで与えてが
ぶ飲みさせるのではなく、固めの乳首
を用いてちびちび哺乳させることを推
奨している。

〈子牛の下痢〉
離乳前後でスターターなどの採食量
が増えると軟便になることがある。そ
の理由として、①ルーメンが未発達の
子牛が消化の良いスターターを多く摂
取することで吸収しきれず、ルーメン
内が酸性（アシドーシス）傾向になる
②分解性のタンパク質を過剰に摂取す
ることで、消化組織に負担がかかり、
消化不良になる―の２点を挙げた。
これらを予防・改善するためには、
スターター給与量を少しずつ増やし、
粗飼料をバランスよく組み合わせて給
与することがポイントとなる。
消化不良由来の下痢についても紹介
があり、その原因の一つとして「ミル
クの給与設定が合っていない」ケース
を例に挙げた。ミルク濃度の過不足は、
第四胃や消化管の浸透圧調整に負担を
与える。また、ミルクの給与間隔を短
くすると、消化前に次のミルクがお腹
に入り消化酵素の働きが追い付かず、
下痢につながる。
ミルク給与時の温度が３８～４０℃にな

るように、溶かすときのお湯の温度を
調節する必要がある。通常は４２～５５℃
が適している。また、哺乳ロボットを
利用している場合、代用乳の銘柄や給
与プランを変更した際は必ず計量して
投入したうえで、ロボットの設定を確
認する必要がある。
〈代用乳などの給与の原則〉
代用乳などを給与する際は、定時定
温定量（決まった時間に、決まった温
度で、決まった量を与える）の原則を
守る。
ミルクを多給（１０００ｇ／日以上）し
た場合と通常給与（５００～６００ｇ／日）

した場合の違いを表にまとめた（他方
より優れている部分が太字）。子牛の
発育が不十分だったり、体調に変化が
見られる場合は栄養補給のために多給
が推奨され、子牛の飼育環境や疾病対
策が十分に確保されていればコストの
かかるミルク多給は必ずしも必要では
なく、個体に合わせて給与量を選択す
る。
講師である阿部氏は、この表はメリ
ット・デメリットをまとめたもので、
多給・通常のどちらかにするかは、牛
の状況から判断することが重要として
いる。

農水省は４月１８日、「２５年度全国家
畜衛生主任者会議」を開いた。冒頭、
江藤拓農水大臣が登壇し、「口蹄疫な
ど、一度発生すれば取返しがつかない
ような状況が日本のすぐ傍まで迫って
いる」と警戒を呼び掛けた。
○豚熱関連○
２５年は４月１７日時点で、群馬県で３
例、千葉県で１例発生している。４月
１１日には宮崎県において野生イノシシ
の豚熱陽性が確認され、南九州では初
発となった。既に同県の感染確認地域
の周辺ではワクチン散布を実施してお
り、改めて衛生管理や早期通報の徹底
を呼び掛けた。
○口蹄疫○
海外では口蹄疫が継続的に発生して
いる。隣国の中国や韓国でも発生が確

認されている。日本への同病の侵入リ
スクは極めて高い状況にあるとし、家
畜伝染病予防法の改正による違反者へ
の罰則強化などで水際検疫体制を強化
していく方針を示した。
○ランピースキン病○
昨年１１月６日に福岡県の乳用牛で国
内初の感染が確認されてから、福岡県
で１９事例、熊本県で３事例が確認され
た。疑症牛を含め国内では累計２３０頭の
発症が確認された。
同病の発生を受け、現在も輸出が制
限されている相手国があり、輸出再開
に向けて協議中だ。

○家畜伝染病対策の強化○
訪日外国人の増加に伴い、違反品の
持ち込みも増加しており、中には組織
的に複数回持ち込もうとする悪質な事
例も確認されている。検討会の議論を
踏まえ、法律改正などで取り締まりを
強化していく方針を示した。
豚熱については、同病発生時の殺処
分の範囲見直しの検証や、感染リスク

がない地域から順次飼養豚のワクチン
接種の中止を進め、最終的に全国での
ワクチン接種を中止し、完全な清浄化
を目指していくこととしている。
ランピースキン病の感染拡大は、ま
ん延防止に法的強制力をもった措置を
講じられず、十分な防疫対策が実施で
きなかったためとしている。これを受
け、５月１３日に第７２回家畜衛生部会で
答申が行われ、同病に「家畜伝染病」
と同程度の強制力を持った措置を行え
るようにする方針が示された。７月下
旬に政令が定められる見通しだ。

農水省は４月１８日、肉用子牛生産者
補給金制度の補給金単価（１～３月分）
を公表した。
その他の肉専用種で平均売買価格が

２７万８１００円と、保証基準価格の３２万
８０００円を下回ったため、交付が行われ
る。補給金単価は４万９９００円／頭。
また、農畜産業振興機構は同日、優
良和子牛生産推進緊急支援事業の奨励
金単価（１～３月分）を公表した。黒
毛和種で平均価格が発動基準価格を下
回ったため、黒毛和種は北海道と兵庫

県を除く３ブロックで交付が行われ
る。また、年平均価格（２４年４月～２５
年３月）で計算される「その他の肉専
用種」についても、平均価格が発動基
準価格を下回ったため、子牛基金と併
せると最大６万９９００円が交付される。
「緊急事業」は２４年度のみの臨時的
な事業であったが、２５年度も継続して
実施される。また、新たに「和子牛産
地基盤強化緊急特別対策事業」が２５年
度に実施される。事業の詳細は来月号
で紹介する。

農畜産業振興機構は５月１４日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２５年３月分、確定値）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は２１都道府県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が２万１４７８．５円（前月は３万２２３４．４
円、いずれも確定値）となっている。
前月分と比べ、素畜費が大きく減少
したため、交付金は減額となった。
また、同機構は２５年度牛マルキンの
１頭当たりの負担金単価を表のように
定めた。

ミルク多給（１０００ｇ／日以上）と通常（５００～６００ｇ／日）の一般的な違い
ミルク多給 ミルク通常

哺乳期の発育（体重） 優 劣
哺乳期の発育（体高） 優 劣
哺乳期の病気（風邪） 少 多
哺乳期の病気（下痢） 多 少
哺乳期スターター採食量 少 多
哺乳期乾草採食量 多 少
離乳までの期間 長 短
哺乳期のコスト 高 安
離乳後の病気（風邪） 多 少
離乳後の病気（下痢） 多 少
種付月齢 早 遅
初産分娩月齢 早 遅
初産乳量 まちまち まちまち

阿部氏の発表資料から作成

２５年度の登録肉用牛１頭当たりの負担金単価 （円／頭）
品種区分 都 道 府 県 負担金単価 都 道 府 県 負担金単価

北海道 ２８，０００ 岩手、京都 １１，０００
群馬 ２４，０００ 熊本 １１，０００
福島 ２１，０００ 山形、静岡、福岡、佐賀、長崎 １０，０００

肉専用種 青森、宮城、茨城、栃木、埼玉 １９，０００ 秋田、鹿児島 ９，０００
神奈川、鳥取 １７，０００ 滋賀、大分、宮崎 ７，０００
山梨 １６，０００ 徳島 ６，０００

千葉、東京、長野 １５，０００ ほか１８府県 ５，０００
交雑種 １７，０００
乳用種 １８，０００ 農畜産業振興機構の資料を元に作成

哺乳子牛の管理のポイント哺乳子牛の管理のポイント
東北研修会の発表から東北研修会の発表から

罰則強化など法改正の検討も
２５年度全国家畜衛生主任者会議

乳用種のみの発動
牛マルキン３月分

緊急事業と子牛基金が発動
１～３月分 事業は継続延長
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

（一社）日本養豚協会は４月、２４年度
（８月１日現在）の養豚農業実態調査の
結果を発表した。２１９７件の養豚生産者
のうち、４７１件の有効回答が得られた。
経営形態では、個人経営が２７．３％、
法人経営が７０．４％などとなっている。
また、経営タイプとして、一貫経営が
８４．６％、肥育経営が１２．１％、繁殖経営が
３．３％だった。
交配については、「自然交配のみ」
が２１．６％、「人工授精のみ」が５１．５％、
「自然交配と人工授精の併用」が２２．１％
となっている。
繋殖成績（表１）を見ると、２４年の

分娩率は８６．３％で、近年の猛暑などに
よる落ち込みはあまり見られなかっ
た。１腹当たりの産子数は１３．２頭で２０
年より４．８％増加している。また、離乳
頭数は１０．６頭で同３．８％増加。近年、繁
殖能力の育種改良の進展などもあり、
繁殖成績は上昇している。
肥育成績（表２）を見ると、出荷体
重は１１４．７㎏で、２０年より１．０％増加し
ている。枝肉歩留まりも同１㌽の増加
となった。
上物率は、日格協での格付けで

５８．４％となり、同２．７㌽の増加となっ
た。

夏が近づき、焼
肉シーズンの前
倒しに期待

初夏の季節となり、これから暑さが
本格的になってくるので、焼肉シーズ
ンの前倒しに期待したい。
需要の急激な伸びは難しいが、和牛、
乳用種は頭数減が見込まれ、強もちあ
いが予想される。
【乳去勢】４月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１８５円（前年同月比１２８％）
となり、前月より５４円上がった。
５月も頭数は減少傾向にあり、相場
も強もちあいの動きと見られる。
【Ｆ₁去勢】４月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１６１２円（同１００％）、Ｂ２が１４９６円
（同１００％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が１１０円増、Ｂ２も１０２円増と、強含み

での推移となった。
５月の連休後になっても、Ｂ３で

１６００円台後半の、強もちあいの推移と
なっている。
【和去勢】４月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２６９円（同１０５％）、Ａ３が２１４２円（同
１０６％）だった。前月に比べ、Ａ４が４
円、Ａ３は３１円ともに上がった。
５月に入ると、Ａ４で２３００円台での
推移となっており、頭数減もあり、強
もちあいの展開となっている。
【出荷頭数】５月の出荷頭数は、和
牛４万１９００頭（同９９％）、交雑種２万
９００頭（同１０１％）、乳用種２万２４００頭
（同９２％）と、和牛・乳用種はやや減
少する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は５月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万
４１００ｔ（同９１％）と予測。内訳は、冷

蔵品１万６２００ｔ（同９１％）、冷凍品が
２万７９００ｔ（同９１％）。ほとんどの輸
入先で、冷蔵・冷凍品ともに前年を大
幅に下回ると予測される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１００
～１２００円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０
円、同Ｂ３が１６００～１７００円、同Ｂ２が
１５００～１６００円、和牛去勢Ａ４が２２５０～
２３５０円、同Ａ３が２１５０～２２５０円での推
移か。

徐々に動きが活
発となり、相場
は上昇傾向

４月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物５９７円（前年同月比
９７％）、中物は５７３円（同９６％）となっ
た。前月に比べ上物が１８円、中物も２１
円減と、予想に反して低調な動きとな
った。しかし、４月も終盤からは上物
で６００円台に回復してきた。
５月に入っても６００円台をキープし、
徐々に上がってきている。今後は、時

期的にも相場は上昇
傾向に向かうと見ら
れる。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
５月は１３４万頭（前年
同月比９８％）と、前
年をわずかに下回る
予測。しかし、豚熱
等の拡大がなけれ
ば、出荷頭数は平年
並みと予想される。
農畜産業振興機構
の需給予測による

と、４月の冷蔵・冷凍品の輸入量は総
量で８万２３００ｔ（同８８％）と、前年よ
りかなり下回る見込み。内訳は、冷蔵
品３万１６００ｔ（同９４％）、冷凍品５万
７００ｔ（同８４％）。冷凍品は、米国産・
欧州産の輸入量の減少が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～７００円、
中物も５５０～６５０円と、上昇傾向の展開
となるか。

Ｆ₁スモールが
２０万円を超えた
相場展開に

【スモール】４月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が８万６８４８円（前年同
月比１３５％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２１万８６６３
円（同１７２％）と、前月に比べ、乳雄は
１万８２２７円増、Ｆ₁は２万４３０７円増と、
ともに急騰した。
市場によるバラツキが激しく、乳雄
で１０万円を超える市場も多くなってき
たが、逆に熊本市場が５万円台と価格
が抑えられている。
Ｆ₁も頭数減（前年同月より１５００頭ほ
ど少ない）の影響もあり、遂に２０万円
を超える動きとなった。

【乳素牛】４月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２０万５１９２円（同１２５％）、Ｆ₁去勢は４１万
５９７円（同１１４％）だった。前月に比べ
乳去勢は１万６１８円増、Ｆ₁去勢も３２１４
円上がった。
乳去勢・Ｆ₁去勢ともに、スモール同
様、一昨年前の搾乳牛減の影響が出て
きて、頭数は減少傾向となってくると
予想される。
【和子牛】４月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
７２万７９０５円（同１１２％）で、前月より３
万６５６７円増と、急騰した。
枝肉相場の動きは緩やかだが、和子
牛も今後は上場頭数の減少が見込まれ
ているので、相場は強もちあいか。

４月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６１５ ４８２ ３０５ ２９５ ２０９，５９９ １９１，０１４ ６８７ ６４８
F₁去 ２，３６８ ２，１０１ ３４２ ３３１ ４０２，６３４ ４００，１３６ １，１７７ １，２０９
和去 ２，５７７ ２，３１０ ３４２ ３３５ ７８９，０５６ ７０３，６４０ ２，３０７ ２，１００

東 北
乳去 １ － １２３ － ３７，４００ － ３０４ －
F₁去 ２ ２ ３２１ ３０５ ２１７，８００ ２１８，９００ ６７９ ７１８
和去 ２，４４９ ２，４８８ ３２８ ３２１ ６６８，８１８ ６３６，４３０ ２，０３９ １，９８２

関 東
乳去 ６ ４１ ２３９ ２７４ ８２，３１７ ２７５，８０５ ３４５ １，００８
F₁去 １５９ １４２ ３５３ ３３９ ４０９，３７３ ３９９，４０１ １，１５８ １，１７８
和去 ９５５ ６８１ ３２８ ３３０ ７４０，９１５ ７２７，１３１ ２，２５８ ２，２０５

北 陸
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 １７７ ６６ ２９６ ３１７ ６２０，０９５ ６９０，４３３ ２，０９２ ２，１７８

東 海
乳去 － － － － － － － －
F₁去 ５７ ３９ ３２０ ３１６ ４５４，０３０ ４２５，８１３ １，４１９ １，３４８
和去 ２２９ ４７２ ２７２ ２８９ ７３２，３１７ ７１４，４１５ ２，６９３ ２，４６９

近 畿
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 ３５４ ４０９ ２６５ ２６９１，０６０，１７３１，０１６，５０５ ４，００８ ３，７７４

中 四 国
乳去 ３５ ３４ ２８１ ２６０ １７１，８２０ １５０，４０９ ６１２ ５７８
F₁去 ２８４ ２３７ ３２７ ３２０ ４３０，６８９ ４３６，３５２ １，３１７ １，３６１
和去 ９６９ ８８４ ２７１ ３１４ ７０３，５７３ ６３８，００５ ２，６００ ２，０３５

九州・沖縄
乳去 ４ ２ ２０８ ３４１ ４５，９２５ １３８，０５０ ２２１ ４０５
F₁去 ３５８ ３０５ ３２８ ３１８ ４４２，０４０ ４３７，３９２ １，３４８ １，３７３
和去 ８，４４０ ９，３１０ ３０４ ２９９ ７１６，０２３ ６９０，１０３ ２，３５３ ２，３１０

全 国
乳去 ６６１ ５５９ ３０２ ２９２ ２０５，１９２ １９４，５７４ ６７９ ６６６
F₁去 ３，２２８ ２，８２６ ３３９ ３２９ ４１０，５９７ ４０７，３８３ １，２１１ １，２３８
和去 １６，１５４ １６，６２５ ３１４ ３０８ ７２７，９０５ ６９１，３３８ ２，３１８ ２，２４５

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

表１ 繁殖成績
分娩率
（％） 産子数 哺育開始

頭 数 離乳頭数 育成率
（％）

母 豚
回転数

24年 86.3 13.2 11.8 10.6 90.2 2.3

23年 86.2 12.7 11.5 10.4 90.3 2.2

22年 85.5 12.8 11.5 10.3 90.2 2.3

21年 86.3 12.7 11.5 10.3 90.2 2.3

20年 85.7 12.6 11.2 10.2 90.6 2.2

表２ 肥育成績 （重さは㎏）

出荷日齢 出荷体重 D.Ｇ. 枝肉重量 枝肉歩留
（％）

上物率
（％）

24年 182.8 114.7 0.628 74.4 65.6 58.4

23年 182.2 113.8 0.625 75.0 65.5 55.4

22年 182.6 113.4 0.621 74.7 66.1 56.4

21年 182.8 113.2 0.619 75.7 64.5 55.8

20年 182.4 113.6 0.623 75.6 64.5 55.7

近年の猛暑でも分娩率８６％
２４年度 養豚農業実態調査
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し

畜産物需給見通し


